
説明書編集者からのお願い：
　間違い、解り難い所があれば、デジットスタッフに
　どんどん申し出てください。
　この説明書は予告無しで変更する事があります。

ATmega168の特徴：
131命令
汎用レジスタ
フラッシュメモリ
EEPROM
SRAM
ロック機能
8ビットタイマ/カウンタ
16ビットタイマ/カウンタ
6つのPWM出力
A/D変換器
アナログ比較器
ウォッチドックタイマ
多用途シリアルインターフェイス(USI)
USART
デバッグWIRE内蔵デバッグ機能
実装書き込み
割り込み
低消費動作
電源ＯＮリセット
低電圧検出器(BOD)
校正付き内蔵ＲＣ発振器
設定可能なI/O

ATmega168

64mm

90mm

参考：
　開発にはATMEL(アトメル)社のAVRスタジオを
　ダウンロードして使って下さい。
　書き込みにはデジットオリジナルのUSBタイプ
　のAVRライター(AVR WRT￥2100- '07/9月現
　在)が使えます。
　また、アプリケーションプログラムを公開する
　予定です。
　
　 アトメル社のホームページ：
　http: //www.atmel.com/avr
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概要
　ＡＶＲライターから　ＡＴmega
　168のＤＩＰタイプを書き込み、
　トレーニング出来る評価
　ボードです。

仕様
　AATTMMEELL AAVVRR AATTmmeeggaa116688はは、、高高性性能能
　　ＣＣＰＰＵＵでですす。。実装書き換え可能なフラッ
　シュメモリ 16Ｋバイト、SRAM 1Kバイト、
　EEPROM 512バイト、の8ビットマイコン
　です。
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部品リスト

注意：
　集合抵抗を直接基板にハンダ付けしないで、
　まずピンソケットを基板にハンダ付けしてから、
　集合抵抗をピンソケットに挿してください。
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